
 

 

 

 

 

＝市民のための人権啓発のてびき＝ 
 

 

 

 

 

 

わたしが、国連の代表者になったら、 

世界から戦争と紛争をなくします。 

わたしが、ガンジーになれたら、 

世界から差別と暴力をなくします。 

わたしが、マザー・テレサになれたら、 

世界から貧困と病気をなくします。 

わたしが、総理大臣になったら、 

日本に住むみんなの意見を聞いて実現します。 

わたしが、市長になったら、 

市民のみんなが豊かに暮らせるようにします。 

わたしが、親になったら、 

子どもを愛して育てます。 

 

 

宝塚市の小学６年生の詩です 

おとなのあなたは、今、どう生きていますか・・・・・ 

 

 

 

 



 

わたしたちの声 

 

 えがおはね ひとりじゃできない ものなんだ      （小学 2年） 

 ホッとする ともだちからの どうしたの？       （小学 3年） 

 心のきず かくしちゃだめだよ そうだんしよう     （小学 3年） 

 その言葉 自分がいわれて どう思う          （小学 3年） 

 あの子には わたしと違う 良さがある         （小学 4年） 

 どう思う 自分がされたら 言われたら         （小学 5年） 

だれにでも かがやく場所は きっとある        （小学 5年） 

 わたし発 みんなに広がれ やさしい心         （小学 6年）  

 だれでも だれかの 大事な だれか          （小学 6年) 

 悪口は 自分自身への ブーメラン           （中学 1年） 

 大丈夫 否定しないで 自分色             （中学 1年）

見てるだけ そんな自分は 昨日まで          （中学 2年） 

 気がついて 「笑顔」の裏の SOS            （中学 3年）  

 言葉で救われ 真心に泣き 愛で生き返る        （ 市民 ） 

 ありのまま 私でいられる 世の中に          （ 市民 ） 

 その言葉 書きこむ前に 考えて             ( 市民 ） 

 流されない 私の心 強くなれ！            （ 市民 ） 

         

【宝同協「ハーとん じんけん啓発作品集」より】 


